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研究成果の概要（和文）：本研究課題の目的は経済活動の集積について、特にネットワークの観点から実際のデ
ータを用いてその現状、要因を明らかにすることであった。企業間取引ネットワークデータ、企業間共同研究関
係ネットワークデータなどのネットワークデータを用い、企業間取引ネットワークの企業の立地選択への影響、
共同研究ネットワークの地理的集積の現状、交通インフラ整備による移動距離短縮が共同研究ネットワークに与
える影響、企業間取引、共同研究を通じた産業集積効果について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is empirically investigating 
agglomeration of economic activities from the view of network using actual network data. 
Specifically, using interfirm transaction relationship data, and interfirm collaboration data on R&
D, we investigate the following issues; the role of interfirm transaction relationship on firm 
location choice decisions, the agglomeration of interfirm research collaborations, the impact of 
opening of new transport service on interfirm research collaboration relationship, and agglomeration
 economies through interfirm transaction relationship and research collaborations. 

研究分野：空間経済学

キーワード： ネットワーク　産業集積
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１．研究開始当初の背景 
 
経済活動は、東京や大阪といった大都市に集
中する強い傾向がある。このような経済活動
の集積の要因についての研究は古くから多
くの蓄積があった。近年は特にミクロデータ
を用いた研究が蓄積されており、本研究課題
の研究開始当初において、ミクロデータを用
いた経済活動の集積についての統計的実証
的研究の蓄積はすでに多くなされていた。し
かし、通常の企業や労働者のミクロデータに
よっても、Marshallian equivalence と呼ば
れる問題を解決することが困難であること
が共通の認識として浮かび上がっていた。こ
れは、経済活動の集積の経路は大きく取引関
係、知識波及、労働プーリングを通じたもの
に分類されることが知られている。しかし、
これらの経路をそれぞれ実証的に識別する
ためには、それぞれの経路を適切に指標化す
ることが必要であるが、その指標化が通常の
ミクロデータでは困難であり、そのため、集
積の経済の経路をそれぞれ特定化すること
が困難であるというものである。集積の経済
の各経路の推定は、政策的にも重要な課題で
あり、この Marshallian equivalence の問題
を解決して、各経路の大きさを推定すること
は重要な課題であった。 
 
２．研究の目的 
 
本 研 究 の 目 的 は 、 こ の Marshallian 
equivalence の問題を考慮した上で、集積の
経済の各経路についての精密な分析を行う
ことである。本研究のユニークな点は、各経
路における詳細なネットワークデータを用
いることによって、各経路の適切な指標化を
行い、Marshallian equivalence の問題を解
決して分析を行う点である。 
 
３．研究の方法 
 
Marshallian equivalence の問題を避けるた
め、本研究は、詳細なネットワークデータを
用いる。具体的には、企業間取引を通じた経
路の把握のために、東京商工リサーチが提供
する企業間取引関係データベース（企業相関
ファイル）を、また、企業・事業所間の知識
波及を把握するため、Goto and Motohashi 
(2007)による IIPパテントデータベースより、
日本の特許情報を取得し、そこから企業間、
および事業所間の共同関係ネットワークデ
ータベースを構築し、それを用いた。これら
のネットワークデータ、および企業・事業所
の個票データを用いることで、集積状況の把
握、およびそれに各集積経路が果たす役割に
ついての分析を行う。 
 
４．研究成果 
 
まずは、企業間取引についてであるが、企業

間取引ネットワークの構造が、企業の地理的
立地に影響していることについて発見した。
特に、取引が特定企業に集中しているネット
ワーク構造よりも、取引が分散しているネッ
トワーク構造の産業がより地理的に集積し
ていることを発見した。この研究は論文(16)
として公表された。 
 
論文（9）では、日本企業の中国進出の際の
立地選択の際に、直接、および間接取引先が
すでに立地していることが、企業の立地選択
に与える影響について分析を行ったもので
ある。直接取引先、直接取引先の取引先が集
中している場所を選択する確率が高いこと、
しかし、さらに高次の取引先の立地先につい
てはそこを選択する確率がむしろ低くなる
ことなどを発見した。 
 
論文(14)は、企業の立地選択の際に、直接取
引先のみならず、その取引先、そのまた取引
先と、間接的につながるすべての企業の戦略
が影響することを理論的に示し、その実証的
検証を行った研究である。実際のデータから、
このような連関関係を表す指標である
Katz-Bonacich 中心性が企業の海外進出選択
に有意な影響を与えていることなどを示し
た。 
 
続いて、企業間共同研究ネットワーク関係に
ついてであるが、まず、企業の知的生産活動
の地理的集積について検証したのが論文
(12)である。この研究では、日本における知
的生産活動はその他の経済活動に比して有
意に地理的に集積していることが示された、
特にハイテク度の高い知的生産活動ほどよ
り地理的に強く集積していることが示され
た。これらのことは、産業集積の重要な経路
である知識波及の重要性を間接的に示すも
のであるといえる。 
 
続いて論文(15)では、より直接的に知識波及
の状況を捉えるため、事業所間共同研究関係
の地理的パターンを検証した。まず、事業所
間共同研究関係は地理的に集積しているこ
とを統計的に示した。続いて、企業内共同研
究と企業間共同研究に分けた分析を行った
結果、企業間共同研究関係が企業内共同研究
関係に比してより強く集積していることが
示された。これは、企業間共同研究関係構築
に関する障壁を、地理的近接性が緩和してい
る可能性を示唆するものであるといえる。さ
らに、このような効果は、小規模の企業にお
いて重要であることなどが示された。これら
の結果は、産業集積の重要な経路である知識
波及の重要性を示すものであるといえる。 
 
また、論文(8)では、共同研究相手の組み合
わせが研究成果に与える影響について検証
した。その結果、それぞれの事業所が持つ知
識ストックが適度に近似しており、かつ、一



定程度異なっている場合に共同研究の成果
が高まることを発見した。さらに、地理的距
離は、共同研究の質を高める上でも制約とな
っていることを見出した。 
 
以上の研究より、知識波及において、地理的
距離が制約になっており、これを通じた集積
効果が存在することが示されたといえる。こ
の知識波及の集積効果についてのさらなる
検証を行ったのが論文(2)である。ここでは、
交通インフラ整備による移動距離短縮が、地
域の知的生産活動に与えた影響を分析した
ものである。具体的には長野新幹線に注目し、
新幹線開業が、周辺に立地する事業所の知的
生産活動に与えた影響を分析した。その結果、
開業後周辺事業所の知的生産活動は活発化
していることが示された。さらにその経路に
ついての検証の結果、東京で出された特許の
引用数が拡大していること、また、沿線内の
共同研究関係が増加していることが示され、
東京の事業所の持つ知識および沿線内の事
業の持つ知識の波及がこの知的生産活動の
上昇に寄与したことが示された。 
 
このような、個別の集積効果についての詳細
をそれぞれ明らかにする研究に加えて、各集
積効果の大きさについても検証を行った。論
文(7)は、企業間取引関係データ、企業間共
同研究データを用いて、各集積の経済の経路
が実際に工場の生産性に与える影響につい
て定量的に分析を行った結果である。その結
果、企業間取引関係、および共同研究関係い
ずれも工場生産性に有意に正の影響を持つ
ことが示された。 
 
また、集積の経済を測定する上で、企業、労
働者の立地の自己選択の問題を考慮するこ
とが重要である。一般に高技能労働者は都市
への立地を選択することが多い。その場合、
都市が集積の経済によって労働者の生産性
を向上させたのか、もともと高い能力を持つ
労働者が単に都市で働くことを選択してい
るのかが単純な都市と地方の労働賃金比較
では判別できないのである。論文(13)は、こ
のような問題に対し、労働者の移住行動に注
目した分析を行った研究である。各労働者の
出身地および現在の居住地がわかるデータ
によって、都市の高賃金を高技能労働者の移
住による立地選択による効果と集積の経済
による効果との分解を行った。その結果、都
市の高賃金の半分は立地選択によって説明
できることを明らかにした。このことは労働
者、あるいは企業の立地自己選択の問題を考
慮せずに集積の経済の測定を行なった場合、
大きな上方バイアスが生じることを示すも
のといえる。 
 
以上のように本研究課題では、集積の経済に
ついて、特にネットワークの観点から、各経
路について、網羅的に検証を行い、多くの成

果を得た。これらの成果は関連研究を含める
と 8本の査読付国際誌に出版されるなど、そ
の品質も十分に高いといえる。 
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